
 

 

 

 

 
 

6 月市議会閉会日（6/26）  

放課後児童クラブの利便性向上を求める決議 採択 
 議会運営委員会から「少子化対策及び子育て支援の一助 

として、放課後児童クラブに同時入所する２人目以降に係 

る利用手数料の減額を求める意思表明を行うため議会に提請願書 

出、賛成多数で可決されました。決議の内容は次の通り。 

市民の声が市政を動かしました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●議会運営委員会から「放課後児童クラブ」の決議提出の経緯 
・2025 年 6 月議会一般質問 日本共産党議員団「放課後児童クラブの利用手 

 数料の引き下げを２人目以降は減免を」取り上げ。 

・2025 年 12 月議会 ３団体（一宮の保育をよくす 

 る会、新日本婦人の会一宮支部、一宮の保育を考 

 える会）が 4,686筆の署名添えて請願書提出。 

 「放課後児童クラブの第２子以降からの利用料減 

 免と保育士確保の為の施策充実求める」 

 日本共産党市議団は紹介議員になり、委員会で賛成。 

・2026 年３月議会 同請願に日本共産党除く他会派が反対し不採択に。 

 日本共産党市議団は賛成討論。 

・2026 年６月議会 議会運営委員会で協議し、議会に提案することに。 

  

●放課後児童クラブ 子どもたち・保護者に大切な役割 

〇子どもたちが長い時間を過ごす「生活の場」 

  働く保護者にも必要な施設 

〇対象 小学校１～６年生 

〇定員 5,160 人、利用者数 3,592 人（2025.5.1 現在） 

〇実施場所 計 60 施設 

・一宮市立児童館 25（一宮 16、尾西 6、木曽川 3） 

・学校敷地内、町内の公民館など 33 

・特別支援学校 ２（一宮東特別支援学校―けやき、一宮特別支援学校―ポプ

ラ） 

〇利用手数料  

 児童１人につき 月額 7,000 円、８月は 2,000 円増（2022年度以降） 

  市民税非課税世帯は減免規定あり 生活保護世帯は免除 

 利用手数料（円) 

2019 年度 3,500 

2020 年度 5,000 

2021 年度 6,000 

2022 年度～ 7,000 

 8 月は 2,000 円増 

 

日本共産党一宮市議団の活動をお知らせします。 
 

TEL45-5424 Fax45-5347 

一宮市八幡 2-13-30 

2026 年７月 

No.シャットルシャットル

ひこさか和子 

わたなべさとし 
 

  放課後児童クラブの利便性向上を求める決議 
 放課後児童クラブでは、保護者が就労等により昼間家庭にいない児童に対し、 

小学校の授業の終了後等に児童館などを利用して児童を預かるとともに、発達段

階に応じた主体的な遊びや生活が可能となるよう、児童の自主性、社会性及び創

造性の向上、基本的な生活習慣の確立を図っている。 

 本市では放課後児童クラブが 60 か所開設されており、その開所日は、祝・休

日、年末年始を除く月曜日から土曜日、開所時間については、下校後から午後 7

時まで、また土曜日と夏休みなどの学校休校日では、午前 7 時 30 分から午後 7

時までを、児童 1人につき、月額 7,000円、8月にあっては 9,000円で利用する

ことができる。 

 昨今では、少子化により児童数は減っているものの共働き家庭が増え、その利

用率は年々高まっており、兄弟姉妹のいる世帯では、同時に入所することも珍し

くない。一方、長期化する物価高の影響が様々な人たちに及んでおり、特に子育

て世帯については、物価高による日々の生活費への影響は大きく、併せて放課後

児童クラブの利用手数料の負担も鑑み、兄弟姉妹による同時入所を躊躇せざるを

得ない。 

 よって、本市議会は、少子化対策及び物価高対策として、放課後児童クラブに

入所する 2 人目以降にかかる利用手数料の減額を図ることについて、速やかに実

施するよう強く求めるものである。 

 以上、決議する。 

 令和 8 年 6 月 26日              一宮市議会 

                       一宮市議会 

 

＊日本共産党は、2019年 12議会で 

「公共料金の使用料 

の引き上げは認めら 

れません」と反対し 

ました。 

 

 

 



 

６月市議会にホルムズ海峡封鎖等の影響による中小業者

の経営危機打開の支援策を求める 請願提出継続審査に 
〇提出者 一宮民主商工会 

〇紹介議員 彦坂和子、渡辺さとし 

〇要旨 1. 電気、ガス代、資材の高騰に対し、負担を軽減 

する助成制度など直接支援策を実施されたい 

2. 工場・家賃リース料などの固定費補助を行われたい 

3. 既往債務の返済凍結、長期据え置きの借り換え制度はじめ、保証協会の 

100%保障付き新規融資など自治体独自の制度融資を設けられたい。 

  金利・保証料補給を行う制度を実施するなど資金繰り支援を強められたい 

〇 6/22 経済教育委員会で請願の審議を行いました。 

 彦坂議員が請願についての趣旨説明を行い、渡辺議員が 

賛成の立場で意見を述べましたが、継続審査を求める 

議員が多く(7 人)、継続審査となりました。 

〇 6/26 閉会日 賛成多数(32 人)で継続審査となりました。 

 

６月議会閉会日 議会運営委員会から提出された「交通事故等に

よる被害を受けた胎児に係る法整備を求める意見書」が採択。 

内容は、交通事故等による母体への加害行為によって胎児が出生後に死傷した 

場合における自動車運転処罰等の処罰規定について、刑法上の見直しも含め 

た議論を行うこと など３項目。 

 

●福祉健康委員会（6/18）で意見を述べた内容 彦坂和子 
▲低濃度 PCB の含有が判明した奥いきいきセンター高圧受変電設備の更

新費用 547万円について  

＊低濃度 PCB 廃棄物の法定処理期限が 2027 年 3 月 31 日となっ 

ているため、更新するもの。高圧受変電設備は、高圧を扱うた 

め法律上の規制対象となり、定期的な保守点検が不可欠とされ 

ているので、専門の業者が保守点検を行うようにしてほしい。 

 

▲精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療受給者証（精神通院）について、 

＊愛知県の交付が通常より３週間遅れていると、市 HP 記載されている。遅れ

ることのないように、市から県に求めてほしい。 

▲一般会計補正予算 外割田保育園新園舎建設事業（追加分） 

 工事請負費が、想定外の廃棄物が出たため、2026 年度分継続費 44,115,000 円 

増額するもの 

▲外割田保育園建設工事請負契約の締結内容の変更 

 労務単価改定・物価上昇、産業廃棄物の運搬処理費用 105,875,000 円増額する

もの 

＊外割田保育園は、定員 160 名。2025 年 7 月園舎改修工事開始、2026 年 1 月

仮園舎利用開始・旧園舎解体と工事が進められてきました。 

  今後建設工事進めながら、保育事業を行うものです。園児 

 の安心・安全確保、周辺への環境など配慮して、工事を進め 

てほしい。「一宮市保育所等施設総合管理計画」で、木曽川・ 

北方地域の「ブロック支援園」として位置づけられています。  

 

 

 市民の声      
＊彦坂議員の一般質問を友達数人と一緒に傍聴しました。傍聴する 

のが初めての人、久しぶりの人もいました。一般質問を通じて、 

市民の願いを届けてくれるのが議員の仕事というのが、改めて感 

じました。もっと気楽に傍聴しようと、市民に呼びかけたいです。 

 

＊彦坂議員の一般質問を傍聴しました。葉栗いこいの広場の浴 

室が、ボイラーの故障（修繕費 800 万円）で使えなくなったと 

のことですが、私の地域のいこいの広場のお風呂も、最近ボイ 

ラーが故障しているということです。高齢者が楽しみにしてい 

るお風呂をなくさないでほしいと思います。 

 

＊シャットル NO,987「自衛隊への若者の個人情報の提供中止」を読みました。 

2026 年度の除外申出者数が、29 名に増えました。「勝手に提供するな」とい

う若者の意思表示を受け止めないといけないと思います。高校生が提訴する

ことは、本当に勇気がいることだと思います。とも裁判は 6/29 

から始まります。 県内自治体の取組として、瀬戸市は昨年 

市議会に市民団体が「提供するな」の請願書提出、小牧市 

は RYU 裁判の関係者を招いて学習会などあります。 

一宮市でも若者を戦場に送らないために力を合わせましょう。 

 

 

 

 

 

 


